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「不思議なゴーヤ」

大和郡山市 城田 由希子

我が家のグリーンカーテンには緑のゴーヤがで

きている。私達は苦さが駄目だ。水にさらし塩

でもむが苦みが残り食べられない。日よけとし

ては最高だがもったいない。私はゴーヤを眺め

ながら困って息子に言った。

「ゴーヤをもらってくださいって言いたいよ」

「あげますって書いてガレージに置いたら？」

「ゴーヤをどうぞ。苦さが苦手です」の手紙と

ゴーヤをかごに入れガレージに置いた。

翌日、ゴーヤのかわりに手紙が入っていた。

「苦くない食べ方。黄色くなるまで育ててくだ

さい。完熟ゴーヤの中には真っ赤な種。周りは

とても甘いです。一度お試しください」

私は完熟を待って収穫。半分に切ったら赤い種

があってびっくり。ドキドキしながら口に入れ

たらとろけるように甘い。植物の不思議に感動

した。手紙を書きガレージに置いた。

「素敵な情報に感謝です」

今では少しずつ黄色くなっていくゴーヤを眺め

ながら収穫を楽しみにしている。
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